
外
国
人
と
の
共
生
・
協
働
社
会
到
来

ら
形
成
さ
れ
る
人
格
教
育
で
す
。
戦
後

日
本
の
教
育
は
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
基
づ

い
た
知
識
・
技
術
の
教
授
に
終
始
し
て

き
ま
し
た
が
、
こ
の
教
育
モ
デ
ル
は
果

た
し
て
多
く
の
大
学
が
め
ざ
す
人
材
像

と
結
び
つ
い
て
い
る
の
か
ど
う
か
。
今

こ
そ
方
向
転
換
を
図
る
と
き
で
す
。

　
私
自
身
も
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な

が
ら
、
マ
イ
ン
ド
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

授
業
を
つ
く
り
上
げ
て
い
る
最
中
で

す
。
例
え
ば
、
感
情
を
動
か
す
授
業
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
「
感

情
」
は
必
要
不
可
欠
な
要
素
で
す
。
喜

　
外
国
人
観
光
客
向
け
に
英
語
を
勉
強

す
る
秋
葉
原
の
メ
イ
ド
カ
フ
ェ
ス
タ
ッ

フ
。
大
手
証
券
会
社
の
社
員
の
４
割
は

外
国
人
。
外
国
人
留
学
生
な
し
で
は
定

員
を
充
足
で
き
な
い
大
学
・
大
学
院
。

す
で
に
日
本
に
は
外
国
人
と
の
共
生
・

協
働
社
会
が
訪
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
日
本
は
、
人
々
が
持
つ

知
識
、
体
験
、
価
値
観
な
ど
に
共
通
項

が
多
く
、
少
な
い
言
葉
で
意
思
が
通
じ

る
ハ
イ
コ
ン
テ
ク
ス
ト
社
会
で
し
た
。

一
方
、
今
足
を
踏
み
入
れ
つ
つ
あ
る
グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
は
、
ロ
ー
コ
ン
テ
ク
ス

ト
社
会
で
す
。
人
々
の
背
景
が
多
様
で

あ
る
分
、
共
通
理
解
が
少
な
く
、
お
互

い
に
意
見
や
要
求
を
伝
え
あ
う
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
実
は
ロ
ー
コ
ン
テ
ク
ス
ト
社
会
は
以

前
か
ら
日
本
に
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
縦
割
り
社
会
で
す
。
企
業
に

例
え
る
と
、
総
務
・
財
務
・
営
業
部
門

で
は
文
化
や
慣
習
、使
う
用
語
も
異
な

り
ま
す
。
そ
れ
ら
に
配
慮
し
な
が
ら
意

訳
し
業
務
を
行
っ
た
り
、
中
間
管
理
職

は
、
ト
ッ
プ
の
抽
象
的
な
目
標
を
具
体

的
な
業
務
に
置
き
換
え
現
場
に
指
示
を

し
ま
す
。高
度
な
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
が
必
要
な
の
で
す
。
こ
れ

ら
は
多
様
な
人
材
が
協
働
す
る
グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
で
必
要
な
能
力
と
一
致
し
ま

す
が
、
実
は
日
本
の
社
員
教
育
、さ
ら

に
は
学
校
教
育
で
も
育
成
が
見
過
ご
さ

れ
て
い
る
能
力
で
も
あ
る
の
で
す
。

　
で
は
、
日
本
人
に
足
り
な
い
異
文
化

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
は
ど
の

よ
う
な
力
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
で
、
外

国
人
留
学
生
が
日
本
人
と
協
働
し
た
と

き
の
所
感
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
【
図

表
】。
彼
ら
の
見
解
に
共
通
す
る
の
は
、

日
本
人
の
消
極
性
、
自
信
の
な
さ
、
相

手
に
対
す
る
関
心
の
低
さ
で
す
。
つ
ま

り
、
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

質
を
上
げ
る
た
め
に
必
要
な
の
は
、
知

識
・
技
能
だ
け
で
な
く
、
相
手
に
伝
え

よ
う
と
す
る
積
極
性
、
わ
か
ろ
う
と
す

る
意
志
な
ど
の
「
マ
イ
ン
ド
」
な
の
で

す
。
こ
の
マ
イ
ン
ド
は
育
て
ら
れ
る
も

の
だ
と
私
は
考
え
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
国
際
教
育
は
国
と
い
う

単
位
が
前
提
と
な
り
ま
す
が
、
グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
は
国
や
地
域
を
尊
重
し
つ
つ

も
国
境
を
越
え
た
視
野
・
視
点
に
立
っ

た
教
育
で
す
。
私
が
め
ざ
す
後
者
の
教

育
の
本
質
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
点
か

グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
を
育
成
す
る
場
が

日
本
の
学
校
や
企
業
に
は
欠
け
て
い
る
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グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
を

育
む
大
学
教
育

ロ
ー
コ
ン
テ
ク
ス
ト
社
会
に

日
本
の
教
育
は
未
対
応

異
文
化
教
育
の
要
は

「
マ
イ
ン
ド
」を
育
て
る
こ
と

外
国
人
と
の
共
生
・
協
働
社
会
が

現
実
的
な
も
の
と
な
っ
た
今
、

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の
あ
り
方
を

具
体
的
に
提
言
す
る
。

オ ピ ニ オ ン外国人留学生から見た日本人の協働作業能力評価の一例 

ば
せ
る
、
悔
し
が
ら
せ
る
、
恥
を
捨
て

さ
せ
る
な
ど
、
授
業
後
に
ど
ん
な
感
情

に
至
る
の
か
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
の
で

す
。
ま
た
、
成
功
体
験
を
積
ま
せ
る
授

業
も
大
切
で
す
。
日
本
人
の
「
自
信
の

な
さ
」
は
、
多
様
な
人
々
の
中
で
理
解

し
あ
っ
た
り
、
何
か
を
共
有
で
き
た
成

功
体
験
の
な
さ
が
原
因
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
成
功
体
験
を
積
む
こ
と
で

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す

る
よ
い
感
情
が
生
ま
れ
、自
信
が
わ
き
、

積
極
的
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
マ
イ
ン
ド

が
育
つ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
５
大
陸
の
留
学
生
と
日
本
人
学
生
が

集
ま
る
Ｙ
Ｃ
Ｃ
Ｓ（
P.
２
）で
は
、「
将

来
像
を
発
表
し
合
う
」「
地
元
商
店
の

広
告
を
協
力
し
て
つ
く
る
」「
日
本
人

学
生
に
英
語
で
教
え
る
」
と
い
っ
た
授

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
通

し
て
、
議
論
の
リ
ー
ド
の
し
か
た
や
合

意
形
成
、
感
情
の
伝
達
、
人
に
教
え
る
、

人
に
頼
る
と
い
っ
た
、
交
流
に
も
ビ
ジ

ネ
ス
に
も
必
要
な
「
関
わ
り
合
い
の
マ

イ
ン
ド
」
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

　
各
大
学
が
教
育
モ
デ
ル
を
見
直
す
際
、

ま
ず
必
要
な
の
は
、
育
成
目
標
に
挙
げ

る
人
材
像
を
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」
と

い
っ
た
抽
象
的
な
も
の
に
と
ど
め
ず
、

ど
ん
な
素
養
を
備
え
た
人
物
な
の
か
、

具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
落
と
し
込
む
こ

と
で
し
ょ
う
。
そ
の
う
え
で
体
系
的
な

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
ま
す
。

　
た
だ
私
が
実
践
し
て
い
る
よ
う
な
学

生
の
内
面
に
ふ
み
込
む
授
業
は
、
総
勢

50
人
と
い
う
、
指
導
者
の
意
図
が
明
確

に
伝
わ
る
規
模
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
で

も
あ
り
ま
す
。
数
百
人
単
位
の
学
生
相

手
で
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
ス
ケ
ー
ル

は
、
細
分
化
し
た
ほ
う
が
特
徴
的
な
教

育
が
可
能
で
す
。

　
学
生
に
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
を
求

め
る
前
に
、
教
職
員
が
日
本
か
ら
飛
び

出
し
、経
験
を
積
む
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
自
由
度
の
高

さ
、
外
国
人
や
社
会
人
な
ど
多
様
な

人
々
と
「
共
生
・
協
働
」
し
や
す
く
、

失
敗
が
許
さ
れ
る
環
境
な
ど
を
考
え
る

と
、
大
学
は
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
に
適
し

た
場
で
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

は
大
学
だ
け
で
で
き
る
こ
と
で
は
な

く
、
初
等
中
等
教
育
の
役
割
も
重
要
で

す
が
、
小
中
高
の
教
員
を
養
成
す
る
の

は
、
大
学
で
す
。
我
々
が
力
を
尽
く
さ

ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
間
違
い
な
い

で
し
ょ
う
。

喜
怒
哀
楽
を
含
む

感
情
体
験
授
業

学
生
に
求
め
る
前
に
大
学
が

ま
ず
や
る
べ
き
こ
と

語学力

発言態度・参加姿勢

思考・発想形態

メンタリティ

●文法などを正しく言おうとしてかえって内容がぼやける
●下手でもいいから言い切ってしまえばいいのにと思う
●会話の内容を深めたリッチなコミュニケーションを行うことに興味を持ってもらいたい

●控えめすぎて、他人の意見に対して考えを述べたり議論したりできていない　　　
●他人と協働することに自信がなさそうで恐れている　
●他人と同じ意見であっても自分の言葉で語ってほしい　
●他人の意見やコメントの内容に関して、表面的に受け入れることがある　　
●個人的な意見・感情の表現や、深いレベルでのコミュニケーションが難しい
●自分の意見に固執する人が多く、後から議論を蒸し返してくる

●思考・行動共に柔軟ではない
●真面目な話しかしようとしないのでおもしろくない
●内容の議論ではなく形式にこだわる
●ステレオタイプな考えや既知の事例より、クリエイティブな考えや
　これまでタブーとされていたことにも目を向ける勇気がほしい

●もっと心を開いて外国人の思考形態を理解してほしい
●共同作業の初めに自己紹介や楽しい話題でラポールを築くことの重要性を知ってほしい
●意見やアイデアに対する自信や是非とは関係なく、意見やアイデアを出して議論に
　参加することがお互いを知ることやラポールづくりに寄与していることを理解してほしい

※ＹＣＣＳを受講する外国人留学生に尋ねた、他大学の学生や国内企業の社員とのワークショップ後の所感（2018年）


